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●主要製品：鉄道車輌部品、信号器具箱、工業用各種トレー、空調関連機器等

会社概要

●事業者名：株式会社 坂口製作所

●代表者名：代表取締役社長 坂口清信

●所在地

★本社
〒557-0054 大阪市西成区千本中２丁目４番１４号 従業員数：10名

★和歌山工場
〒643-0521 和歌山県有田郡有田川町清水877番地の1 従業員数：71名

●事業年度：10月～9月

●事業規模：製品出荷額 11億円/年

●事業内容：工業用各種アルミ・ステンレス製品の設計、開発、製造、加工及び販売

●環境経営理念

１．環境法規制や当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

２．単位売上あたりの電力・化石燃料使用量を低減し、二酸化炭素排出量の
削減を進めます。

３．一般及び産業廃棄物の削減を進めます。

４．排水量の削減を進めます。

５．地域ボランティア活動への協力等を通じて、地域社会とともに環境保全に
取り組みます。

６．グリーン購入を計画的に進めます。

７．化学物質については法令を遵守し、適正に管理します。

８．製品への環境配慮を進めます。
制定日：平成22年11月4日
改定日：平成30年9月29日
代表取締役社長：坂口 清信

当社は工業用各種アルミ・ステンレス製品の設計・製造・加工・販売を行っている会社です。
アルミ、ステンレスはいずれも高い耐食性とリサイクル性を有する素材であり、又軽量なアル
ミには省エネ効果も期待できます。つまりアルミ・ステンレスは循環型社会、低炭素社会を実
現する上で無くてはならない素材であり、鉄道車輌、製薬、エネルギー等あらゆる産業分野に
おいて今後その需要が益々拡大していくことは間違いありません。これら社会の要請に応え、
同素材からなる製品の普及・発展に寄与し、もって持続可能な社会の実現に貢献することは、
アルミ・ステンレス加工のプロたる当社の責務であると考えます。
この責務を果たすには、当然ながら当社自身が維持・発展していくことが不可欠です。一方、

当社が生産活動を進めていく上で、電力等のエネルギーの消費、廃棄物の発生は避けて通るこ
とはできません。したがって当社は、売上拡大を目指しつつも同時に生産効率の向上と品質管
理の徹底によりエネルギー使用量の原単位を下げ、廃棄物の発生量を極限まで低減する必要が
あります。
以上のことから当社は、以下の項目を重点課題と捉え、全社一丸となってこれらの課題を高

いレベルでクリアしつつ、更なるレベルアップを継続的に推進することを、ここに宣言します。

●環境経営方針
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＜ 喫煙ブース＞＜ 会議室 ＞

＜ 鉄道車輌関係 ＞ ＜ 食品工業用・製薬用トレー＞

＜ 信号器具箱＞＜ 投票箱 ＞

●主要製品の紹介

弊社は完全受注型の生産方式、主に鉄道車輌関係の部品や鉄道の踏切や線路脇に設置さ
れる信号器具箱、製品の滅菌処理で使用される工業用アルミトレー、選挙で使用される
投票箱など、多岐にわたる製品を製作しています。
また、弊社独自の自由設計が可能なクリーンブースの製造技術を活用した応接室や喫
煙ブースなどを社内に設置しています。

※HPにオリジナル製品を閲覧出来るページを作成しました。
HPからオリジナル製品を購入することができるので、是非見てみてください。
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弊社は2011年にエコアクション21の認証を受けました。以降、環境に関する取り組み
を継続しており、下記の表彰を受けています。

・環境コミュニケーション大賞 優良賞（2017年、2019年、2021年）
・わかやま環境賞（2021年 特別賞）
・環境人づくり企業大賞（2021年 環境大臣賞）

また、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する「健康
経営優良法人｣の認定も取得しています。特に2021年には健康経営優良法人認定企業（大
企業部門を除く）のうちで優良な上位500社に与えられる「ブライト500」にも選ばれま
した。私たちは、これらエコアクション21、健康経営優良法人の取り組みとリンクさせる
形でSDGsへの取り組みを進めています。

●SDGsの進め方

○弊社は、推進委員会を設け全社員一体となってエコアクション活動を進めています。
○各部門の部門長は、定例会議(製販会議、工程会議、安全衛生委員会)においてエコアク
ション活動の進捗を確認しています。
○各QCサークルのリーダーは、自サークル及びリーダー会でエコアクション活動を推進
しています。

実施体制図

代表者

代表取締役社長

環境管理責任者

和歌山工場長

環境事務局

本社 総務部
板金組立部
生産管理課

製缶部 品質保証室 QCサークル

推進委員

和歌山工場

本社
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○前年（令和2年度）は管理項目全12項のうち8項目で目標達成できました。今年度は達成出来な
かった4項目の目標を据え置き、全項目での目標達成を目指して活動して参りましたが、新型コ
ロナ感染症や世界情勢の悪化などの影響を大きく受けた一年となりました。少しずつ以前のよう
な日常が戻りつつあるように思われますが、気候変動の激しさは、地球環境が日々変化している
ことを私たちに知らしています。地球からするとちっぽけな私達ですが、それでも私たちが動か
なければ、いずれこの星で生きていくこともできなくなってしまいます。以下に、私たちの地球
を守るための活動を報告させて頂きます。

令和3年度総括と今後3ヵ年の目標設定

※各項目の評価基準について
○電力使用量は本社及び和歌山工場の使用量を合計し、売上百万円当たりで評価します。
○ガソリン使用量は本社及び和歌山工場の使用量を合計し、軽油の使用量は和歌山工場の使用量を
それぞれ絶対量で評価します。しかし、基準年度は新型コロナ感染症の影響を受けたと思われる
ので、令和2年度の目標値は令和元年度の目標値を再度採用します。

○灯油の使用量は、和歌山工場の12月から3月まで4ヶ月間の使用量を同4ヶ月間の就業日数当たり
の使用量で評価します。年間使用量は通年の使用量とします。

○二酸化炭素排出量は、下記排出係数にて各項目の絶対量を計算し評価します。
・電力の二酸化炭素排出係数は、関西電力様2019年度調整後排出係数0.318㎏-CO2/kWhを
使用し算出します。
・ガソリンの排出係数は、絶対量(L)×0.0671(㎏-CO2/MJ)×34.6(MJ/L)で算出します。
・軽油の排出係数は、絶対量(L)×0.0687(㎏-CO2/MJ)×38.2(MJ/L)で算出します。
・灯油の排出係数は、絶対量(L)×0.0679(㎏-CO2/MJ)×36.7(MJ/L)で算出します。

○水道水は、本社及び和歌山工場の使用量を合計し絶対量で評価します。
○化学物質は、和歌山工場で使用している油脂洗浄剤に含まれるトルエンの使用量を指し絶対量で
評価します。

○売上百万円当たり及び就業日数で評価する各項目の年間使用量は、通年の使用量とします。

●環境経営目標及びその実績

基準年度

実績

531.9 505.8 552.7 500.6 516.0

絶対量（kWh） 544,695 504,673 504,414 499,485 504,673

基準年度比 100% -4.9% +9.3％ -5.9% -6.9%

① kg-CO2 173,213 160,486 160,404 158,836 157,104

○ガソリンの使用量削減（Ｌ） 10,397.4 8,470.2 8,935.7 8,366.3 8,262.4

基準年度比 100% -18.5％ +5.5％ -19.5％ -20.5％

② kg-CO2 24,139 19,665 20,746 19,424 19,182

○軽油の使用量削減（Ｌ） 2,105.6 1,682.4 1,473.9 1,661.3 1,640.3

基準年度比 100% -20.1％ -30.0% -21.1％ -22.1％

③ kg-CO2 5,526 4,415 3,868 4,360 4,305

○灯油の使用量削減（Ｌ/日） 236.8 213.5 230.5 211.2 208.9

絶対量（L） 20,606 19,843 21,633 19,637 19,431

基準年度比 100% -9.8％ -2.7% -10.8% -11.8%

④ kg-CO2 51,347 49,448 53,909 48,934 48,421

①+②+③+④ kg-CO2 254,225 234,014 238,926 231,554 229,012

基準年度比 100% -7.6％ -6.0% -8.9% -10.8%

○水道水の使用量削減（ｍ
3
） 841 767 712 759 750

基準年度比 100% -8.8% -15.3% -9.8% -3.0%

○化学物質の使用量削減（kg） 275.2 181.6 293.6 178.9 176.1

基準年度比 100% -34.0% +6.7％ -35.0% -36.0%

排水量
の削減

化学物質
の削減

令和4年度
目標

令和5年度
目標

二
酸
化
炭
素
排
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量
削
減

電力使用量の削減（kWh/百万円）

化
石
燃
料
の
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減

（令和元年度）
令和3年度

目標 実績

年度

項目
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★循環型社会の実現に向けて

弊社では、本社と和歌山工場における業務内容や設備の違いからそれぞれの目標を設定し活動
しています。次ページより、各項目における本社の活動成果、和歌山工場の活動成果から事業所
全体の活動成果を評価します。最終結果が目標達成出来なかった場合は、原因を究明・把握し次
年度以降の計画を見直します。

※各項目の評価基準について
○可燃ごみとは、和歌山工場では一般的な燃えるごみ、本社では業者に回収されているシュレッダーくず
を含まない一般的な燃えるごみを指し、それぞれ合計し絶対量で評価します。

○混合廃棄物とは、和歌山工場から排出され安定型最終処分場で埋立処分される産業廃棄物を指します。
これまで売上百万円当たりで評価していましたが絶対量評価に変更します。

○廃プラスチックとは、和歌山工場から排出される廃プラスチック排出量に対するリサイクル量(回収量)
の比率を再利用率として評価し、年間排出量及び回収量は、通年の量とします。

○再加工材料費とは、本来なら必要としない再加工による材料費を指します。評価方法は、環境経営計画
書では金額で評価していますが、環境経営レポートは基準年度比の金額指標としています。

○梱包資材購入量とは、和歌山工場において梱包時に使用するエアーキャップやストレッチフィルムの購
入量を指し、売上百万円当たりで評価します。年間購入量は、通年の購入量とします。

基準年度

実績

○可燃ごみの排出量削減（kg） 1,479 1,464 3,876 1,449 1,435

基準年度比 100% -1.0% +162.1% -2.0% -3.0%

○混合廃棄物の排出量削減（ｍ
3
） 7.5 5.1 9.1 4.97 4.90

基準年度比 100% -32.7% +21.3% -33.7% -34.7%

○廃プラスチックの排出量削減（％） 61.3 70.0 100.0 71.0 72.0

絶対量：排出量（kg） 770 ― 0 ― ―

絶対量：回収量（kg） 1221 ― 1136 ― ―

基準年度比 100% +14.2% +61.3% +15.7% +17.4%

○再加工材料費の削減（金額指標） 100 40.1 50.3 40.1 40.1

基準年度比 100% -59.9% -49.7% -59.9% -59.9%

○梱包資材の購入量削減（kg/百万円） 1.35 1.05 1.02 1.04 1.03

絶対量（kg） 1,385 1,042 930 1,028 1,014

基準年度比 100% -22.0% -32.9% -23.0% -24.0%

令和5年度
目標

廃棄物
の削減

剰余材の
有効利用

令和4年度
目標

（令和元年度）
令和3年度

目標 実績

製品への
環境配慮
の推進

年度

項目
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※評価基準：売上げ百万円当たりの使用量（kWh/百万円）

★環境活動計画（本社、和歌山工場共通）
1．西日対策による夏期冷房温度の抑制
2．空調温度の最適化推進
3．エリア別照明点灯及び場内照明の間引き点灯推進
4．未使用パソコンの電源オフ徹底

１）本社の活動結果

今年度目標：24.1 → 今年度実績：27.6 結果：+14.5％ 目標未達成
※今年度の累積使用量目標：24,631 → 今年度実績：25,213 結果：+2.4％

令和3年度 環境経営計画の取組結果とその評価

●電力の使用量削減

２）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：480.5 → 今年度実績：525.1 結果：+9.3％ 目標未達成
※今年度の累積使用量目標：479,478 → 今年度実績：479,201 結果：-0.1％

和歌山工場は弊社の生産拠点で板金設備や溶接機を保有しているので、仕事量が増加すると設備の稼働時
間が増加し必然的に電力使用量は増加します。この点が本社との違いで仕事量に左右されます。さらに、
夏期の扇風機やスポットクーラー、エアコン等の使用も使用量増加の要因です。今年度の累積使用量は、
基準年度より0.1％と僅かながら削減できましたが、評価基準の売上百万円当たり使用量に換算すると
525.1と目標値に対し109.3％も増加し目標未達成となりました。世界情勢や新型コロナ感染症の影響を
受け、売上が減少したことが原因です。外部環境に関わらず、着実に売上確保できる体制の確立を進める
必要があります。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(kWh) 40,050 39,741 41,557 46,606 46,306 44,145 39,408 36,124 43,386 44,236 50,011 48,245

令和3年度実績使用量(kWh) 38,138 34,124 38,731 39,051 36,917 41,849 34,830 34,651 43,521 46,874 49,061 41,454

目標値(kWh/百万円) 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6 502.6

kWh/百万円 403.3 593.3 410.1 459.5 428.2 418.9 485.5 386.4 665.6 696.4 557.4 550.4
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和歌山工場の各月の実績使用量と売上げ百万円当たりの使用量

本社は営業、総務、経理等、主に事務的な作業をしています。実績使用量の推移をみると1月~3月期、7月
の使用量が基準年度より増加しました。増加の要因は、冬期や夏期のエアコン(冷房、暖房)使用量の影響が
大きいことは明らかです。累積使用量は、基準年度より2.4％の増加となりました。この値を評価基準の売
上百万円当たり使用量に換算すると27.6と目標値に対し14.5％も増加し目標未達成となりました。次年度
は、冬期夏期のエアコン設定温度の引き下げを実施し、冬期のウォームビズ、夏季のクールビズの徹底を改
めて検討します。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(kWh) 1,905 1,812 1,913 2,398 2,548 2,294 1,995 1,907 1,551 1,989 2,364 2,204

令和3年度実績使用量(kWh) 1,955 1,791 2,048 2,597 2,717 2,470 2,036 1,462 1,638 2,136 2,216 2,147

目標値(kWh/百万円) 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1 24.1

kWh/百万円 17.6 27.0 16.5 28.9 30.2 22.3 27.3 21.5 25.0 36.4 37.7 27.0
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３）事業所全体の活動結果について

今年度目標：505.8 → 今年度実績：552.7 結果：+9.3％ 目標未達成
※今年度の累積使用量目標：504,673 → 今年度実績：504,414 結果：-0.1％

事業所全体での累積使用量は、基準年度より-0.1%削減出来ました。この値を売上百万円当たりの使用量
に換算すると552.7kWh/百万円となりました。今年度目標は505.8kWh/百万円なので9.3％も増加し
目標未達成となりました。売上が低調だったため逆転現象が起きてしまいました。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(kWh) 41,955 41,553 43,470 49,004 48,854 46,439 41,403 38,031 44,937 46,225 52,375 50,449

事業所全体実績使用量(kWh) 40,093 35,915 40,779 41,648 39,634 44,319 36,866 36,113 45,159 49,010 51,277 43,601

目標値(kWh/百万円) 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6 526.6

kWh/百万円 420.9 620.3 426.6 488.4 458.4 441.2 512.8 407.8 690.5 732.9 595.1 577.4

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

実
績
使
用
量
（
k
W
h
）

売上げ百万円

当たりの使用量

（kWh/百万円）

事業所全体の各月の実績使用量と売上げ百万円当たりの使用量

※評価基準：実績使用量（Ｌ）

★環境活動計画（本社、和歌山工場共通）
1．エコドライブの推進
2．外出時、可能な範囲での乗合せ
3．公共交通機関の利用促進

１）本社の活動結果について

今年度目標：5,102 → 今年度実績：5,544 結果：+8.7％ 目標未達成

●ガソリン使用量の削減

本社は、営業活動において可能な範囲で公共交通機関を利用するよう推進しています。今年度も新型コロ
ナ感染症により、工場への行き来きや客先訪問がままならない中、和歌山工場での会議の開催回数を減ら
したり、リモート会議に移行させたりして、感染予防に努めるとともに燃料費削減にも努めました。しか
し、累積使用量は目標値より8.7％も増加し目標未達成となりました。ただし、コロナ禍で制限されてき
た営業活動が、ここに来てようやく緩和されつつあります。売上アップは原単位での目標達成のための必
須条件、その意味で、エコドライブに留意しつつも営業活動はぜひ積極的に展開したいところです。なお
次年度は、保有している社用車のうち1台をハイブリッド車へ切り替えるので更なる使用量削減が見込め
ます。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(L) 656 631 678 526 367 709 588 526 271 452 526 435

令和3年度実績使用量(L) 334 533 396 473 382 334 333 556 541 570 463 629

目標値(L) 425 850 1,275 1,701 2,126 2,551 2,976 3,401 3,826 4,251 4,676 5,102

累積使用量(L) 334 868 1,263 1,737 2,119 2,453 2,786 3,341 3,882 4,452 4,915 5,544
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２）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：3,369 → 今年度実績：3,392 結果：+0.7％ 目標未達成

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(L) 282 367 344 576 373 349 154 110 383 353 414 329

令和3年度実績使用量(L) 338 257 346 259 228 239 292 208 351 323 259 292

目標値(L) 281 561 842 1,123 1,404 1,684 1,965 2,246 2,527 2,807 3,088 3,369

累積使用量(L) 338 595 941 1,200 1,428 1,667 1,959 2,167 2,518 2,840 3,099 3,392
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和歌山工場は、和歌山県のほぼ中央にありその立地条件から最寄り
の駅や高速道路までの利便性が悪く、客先訪問や出張時は社用車を
利用しなければなりません。引続き、新型コロナ感染症の影響で客
先訪問や出張が抑制されているため社用車の利用機会は減少してい
ますが、今年度の累積使用量は目標値より0.7％増加し目標未達成
となりました。しかし、９月に左記ハイブリッド車を導入したので
次年度は更なる削減が期待出来ます。

３）事業所全体の活動結果について

今年度目標：8,470 → 今年度実績：8,936 結果：+5.5％ 目標未達成

本社及び和歌山工場共目標未達成だったため事業所全体での累積使用量は、目標値より5.5％増加し目標
未達成となりました。本社、和歌山工場で挙げた目標達成手段を実践し目標達成を目指します。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(L) 938 997 1,022 1,102 739 1,058 742 636 654 806 940 764

令和3年度実績使用量(L) 672 791 742 732 611 573 624 764 892 893 722 921

目標値(L) 706 1,412 2,118 2,823 3,529 4,235 4,941 5,647 6,353 7,059 7,764 8,470

累積使用量(L) 672 1,463 2,204 2,936 3,547 4,120 4,744 5,508 6,400 7,293 8,015 8,936
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●灯油の使用量の削減

●軽油の使用量の削減

※評価基準：実績使用量（Ｌ）

★環境活動計画（和歌山工場のみ）
1．エコドライブの推進

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：1,682 → 今年度実績：1,385 結果：-17.7％ 目標達成‼

今年度の累積使用量は、目標値に対し17.7％も削減でき目標達成出来ました。コロナの影響はあるもの
の全体的にはウィズコロナに移行しつつあり、社会生活も徐々に以前の状態に戻りつつあると感じます。
エコドライブには引続き注意して頂き、クレーム・客先手直しなど、本来不要な出張機会を無くすこと
も、軽油使用量削減には有効です。和歌山工場には、この点を特に意識して頂きたいです。

※評価基準：実績使用量（Ｌ/日）

★環境活動計画（和歌山工場のみ）
1．石油ストーブの使用基準の徹底

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：213.5 → 今年度実績：230.5 結果：+8.0％ 目標未達成
※今年度の累積使用量目標：19,843 → 今年度実績：21,633 結果：+9.0％

灯油は、和歌山工場で冬期の暖房機器の燃料として使用しています。暖房機器の使用開始日は、例年11月
下旬ですが、今冬期は例年になく寒く春の訪れが遅かったこともあり、累積使用量は、今年度の目標値に
対し9.0％も増加しました。評価基準の12月から3月の就業日数当たりの使用量は、今年度の目標値に対
して8.0％も増加し目標未達成となりました。灯油の使用量は冬期の気温に左右されますが仕事量にも関係
があり、冬期に残業や休日出勤が増加すると増加する傾向にあります。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

基準年度累積使用量(L) 0 678 5,742 9,532 15,411 19,792 20,605

令和3年度累積使用量(L) 0 1,381.0 5,908.0 11,349.0 17,361.4 21,208.0 21,633.3

目標値(L) 0.0 239.9 239.9 239.9 239.9 239.9 0.0

L/就業日数 0.0 65.8 205.8 272.1 286.3 167.2 20.3

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

50

100

150

200

250

300

350

累
積
使
用
量
（
L
）

就業日数

当たりの使用量

（L）

和歌山工場の累積使用量と就業日数当たりの使用量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(L) 100 275 85 347 263 262 83 30 150 229 209 74

令和3年度実績使用量(L) 218 140 104 100 123 133 113 137 89 66 164 89

目標値(L) 140 280 421 561 701 841 981 1,122 1,262 1,402 1,542 1,682

累積使用量(L) 218 358 462 562 685 818 931 1,067 1,156 1,221 1,385 1,474
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※評価基準：実績排出量（kg-CO2）

★環境活動計画（本社・和歌山工場共通）
1．電力使用量の削減
2．化石燃料の使用量を削減

１）本社の活動結果について

今年度目標：19,677 → 今年度実績：20,889 結果：+6.2％ 目標未達成
※各項目の目標値に対する二酸化炭素排出量
電気使用量目標：7,833 → 今年度実績：8,018 結果：+2.4％
ガソリン使用量目標：11,844 → 今年度実績：12,872 結果：+8.7％

●二酸化炭素排出量の削減

本社では、電力及びガソリンの使用量により二酸化炭素を排出しています。今年度は電力・ガソリン使
用量共増加したため、目標値に対し6.2％も増加し目標未達成となりました。今後は、電力・ガソリン共
に有効活用することを推進し使用量削減に努め、二酸化炭素排出削減を目指します。

２）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：214,158 → 今年度実績：218,037 結果：+1.8％ 目標未達成
※各項目の目標値に対する二酸化炭素排出量
電気使用量目標：152,474 → 今年度実績：152,386 結果：-0.1％
ガソリン使用量目標：4,415 → 今年度実績：3,868 結果：-12.4％
軽油の使用量目標：7,821 → 今年度実績：7,874 結果：+0.7％
灯油の使用量目標：49,448 → 今年度実績：53,909 結果：+9.0％

和歌山工場では、電力、ガソリン、軽油、灯油の使用量により二酸化炭素を排出しています。今年度の各
項目の二酸化炭素排出量は、それぞれの目標値に対し電力使用量は-0.1%、ガソリン使用量は-12.4％と
削減出来ましたが、軽油使用量は+0.7％、灯油使用量は+9.0％とそれぞれ増加したことで累積排出量は
目標値に対し1.8%増加し、目標未達成となりました。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力 12,128 10,851 12,316 12,418 11,740 13,308 11,076 11,019 13,840 14,906 15,601 13,182

ガソリン 784 598 803 600 530 555 677 483 815 749 602 678

軽油 572 366 273 262 323 349 297 358 233 172 429 234

灯油 0 3,441 11,281 13,559 14,982 9,585 1,060 0 0 0 0 0

目標値 13,653 29,551 56,409 82,920 113,850 140,305 155,437 167,259 182,338 197,825 215,238 231,539

累積排出量 13,484 28,740 53,414 80,254 107,829 131,626 144,736 156,596 171,484 187,310 203,942 218,037
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和歌山工場の各月の実績二酸化炭素排出量と累積排出量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力 622 570 651 826 864 785 647 465 521 679 705 683

ガソリン 776 1,238 919 1,099 887 775 772 1,290 1,256 1,324 1,075 1,460

目標値 1,640 3,280 4,919 6,559 8,199 9,839 11,478 13,118 14,758 16,397 18,037 19,677

累積排出量 1,398 3,206 4,776 6,701 8,452 10,013 11,433 13,188 14,964 16,967 18,747 20,889
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●水道水の使用量削減

３）事業所全体の活動結果について

今年度目標：234,014 → 今年度実績：238,926 結果：+2.1％ 目標未達成
※各項目の目標値に対する二酸化炭素排出量
電気使用量：160,486 → 今年度実績：160,404 結果：-0.1％
ガソリン使用量目標：19,665 → 今年度実績：20,746 結果：+5.5％
軽油の使用量：4,415 → 今年度実績：3,868 結果：-12.4％
灯油の使用量：49,448 → 今年度実績：53,909 結果：+9.0％

本社、和歌山工場の排出量を合計した事業所全体の累積排出量は、目標値に対し2.1％増加し目標未達成
となりました。事業所全体として電力・化石燃料使用による排出量を見てみると、電力及びガソリンの
使用量で目標値に対し削減出来ていますが、軽油や灯油の使用量で大幅に増加していることが分かりまし
た。増加の最大の要因は、灯油使用量の増加にあることは明らかです。次年度は、ウォームビズの推進や
冬期暖房機具の活用方法などを見直し、二酸化炭素排出量削減に努めます。

弊社のこれまでの活動における二酸化炭素排出量について、2013年度(平成25年度)に
対し、現在までどのように推移しているかを「カーボンニュートラル達成に向けた
取り組み（19ページ）」にて報告します。

※評価基準：実績使用量（ｍ3）

★環境活動計画（本社・和歌山工場共通）
1．節水の呼びかけ

１）本社の活動結果について

今年度目標：113 → 今年度実績：107 結果：-5.3％ 目標達成‼

本社での水道水使用はほぼ生活用水です。月当たりでは目標値を上回ることもありましたが結果として
目標値に対し5.3％削減でき目標達成しました。大幅な低減は難しいと思いますが、こまめな節水と新型
コロナの感染対策を実践しながら使用量削減に努めます。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(m3) 8 13 10 10 9 9 11 10 10 12 11 10

令和3年度実績使用量(m3) 9 10 8 10 8 8 10 9 9 9 8 9

目標値(m3) 9 19 28 38 47 56 66 75 85 94 103 113

累積使用量(m3) 9 19 27 37 45 53 63 72 81 90 98 107
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

本社 1,397.8 1,807.7 1,570.2 1,925.1 1,751.5 1,560.7 1,419.7 1,755.0 1,776.5 2,003.0 1,779.5 2,142.8

和歌山工場 13,483.8 15,256.5 24,673.9 26,839.6 27,575.1 23,797.4 13,109.5 11,860.4 14,887.3 15,826.6 16,632.3 14,094.1

目標値 15380.5 30761 58503.4 86245.9 113988.3 141730.7 157111.2 172491.7 187872.2 203252.7 218633.2 234013.8

累積排出量 14,881.6 31,945.8 58,189.9 86,954.6 116,281. 141,639. 156,168. 169,784. 186,447. 204,277. 222,689. 238,925.
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２）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：654 → 今年度実績：605 結果：-7.5％ 目標達成‼

和歌山工場では製品の水漏れ検査や部材の洗浄にも使用しますが、生活用水として休憩時間や作業の合間
に従業員の皆さんが飲めるようお茶を沸かして提供しています。このお茶は、夏になれば水分補給される
機会が増えるため沸かす回数が多くなり、必然的に使用量は多くなるので夏場の使用量は増加傾向にあり
ます。今年度の累積使用量は、目標値に対し7.5％も削減でき目標達成出来ました。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(m3) 55 47 53 52 54 60 53 54 76 71 81 62

R3年度実績使用量(m3) 53 45 42 46 45 46 44 52 52 67 60 53

目標値(m3) 55 109 164 218 273 327 382 436 491 545 600 654

累積使用量(m3) 53 98 140 186 231 277 321 373 425 492 552 605
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３）事業所全体の活動結果について

今年度目標：767 → 今年度実績：712 結果：-7.2％ 目標達成‼

今年度も新型コロナウィルス対策の為､手洗いの徹底を進める中､本社・和歌山工場共に目標値より削減
することができ節水に対する意識向上が根付いてきたと思われます。事業所全体の累積使用量は、目標
値に対し7.2％削減でき目標達成しました。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績使用量(m3) 63 60 63 62 63 69 64 64 86 83 92 72

R3年度実績使用量(m3) 62 55 50 56 53 54 54 61 61 76 68 62

目標値(m3) 64 128 192 256 320 383 447 511 575 639 703 767

累積使用量(m3) 62 117 167 223 276 330 384 445 506 582 650 712
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※評価基準：実績排出量（㎏）

★環境活動計画（本社・和歌山工場共通）
1．分別回収の徹底
2．1枚ベスト運動の推進
3．LAN有効活用による紙文書の削減

１）本社の活動結果について

今年度目標：155.3 → 今年度実績：175.6 結果：+13.1% 目標未達成

●可燃ごみの排出量削減

本社における可燃ごみは、書類等の紙ごみが大部分を占めています。紙ごみは、情報セキュリティーの
ため全てシュレッダーを通し、シュレッダーごみとして業者に回収されています。今まで工場に送って
いた裏紙を、本社内で活用することになり、かえってシュレッダーくずが増えたと推測します。年末の
大掃除などで発生したごみは燃えるごみとして排出しています。今年度の累積排出量は目標値に対し
13.1％も増加し目標未達成となりました。引き続きミスコピー防止、資料のペーパーレス化などを推進
し排出量削減に努めます。

２）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：1,257 → 今年度実績：3,700 結果：+194.4％ 目標未達成

和歌山工場では、シュレッダーごみ及び段ボール、板材購入時の包装されているハトロン紙は月に1度
業者に回収されリサイクルされています。また、昨年度の増加要因だったスキット(※購入した板材を載
せる木製パレット)は、工場内で分解し工場から納品する際に使用するパレットの製作部材として再利用
していますが、今年度の累積排出量は、目標値に対し194.4％も増加し目標未達成となりました。増加
の要因は、コルクボードの排出が増加したためと考えます。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績排出量(kg) 19.1 16.1 40.1 16.5 9.4 22.9 14.2 8.7 20.4 12.5 14.0 15.4

令和3年度実績排出量(kg) 13.6 17.8 20.4 11.2 13.5 15.2 11.5 13.9 13.4 15.6 17.6 11.9

目標値(kg) 12.9 25.9 38.8 51.8 64.7 77.6 90.6 103.5 116.5 129.4 142.3 155.3

累積排出量(kg) 13.6 31.4 51.8 63.0 76.5 91.7 103.2 117.1 130.5 146.1 163.7 175.6
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績排出量(kg) 0 0 320 320 0 310 0 320 0 0 0 0

令和3年度実績排出量(kg) 640 300 330 0 400 470 0 450 400 370 0 340

目標値(kg) 105 210 314 419 524 629 733 838 943 1,048 1,153 1,257

累積排出量(kg) 640 940 1,270 1,270 1,670 2,140 2,140 2,590 2,990 3,360 3,360 3,700
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３）事業所全体の活動結果について

今年度目標：1,464 → 今年度実績：3,876 結果：+164.8％ 目標未達成

本社・和歌山工場共、目標値より増加したため、事業所全体の累積排出量は、目標値に対し164.8％も
増加する結果となりました。特に和歌山工場での増加率が突出していることが影響しており、次年度は、
本社・和歌山工場共、排出量削減に向けた活動を再検討します。

※評価基準：実績排出量（m3）

★環境活動計画（和歌山工場のみ）
1．３Ｒの推進
2．分別の徹底
3．サンダーディスクの長寿命化

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：5.0 → 今年度実績：9.1 結果：+82.0％ 目標未達成

今年度の排出機会は基準年度より増加しました。これに伴い累積排出量も目標値に対し82％も増加し、
目標未達成となりました。今年度も排出時に内容物が適切に仕分けられているかの確認を行いました。
10月の排出時に高圧洗浄機が2台廃棄されていたのですが、購入先に引取れないか確認するなどの更な
る分別が必要と思われます。また、仕上げ作業で使用するサンダーディスクについては日々の作業中に
講習会を開き、仕上げ方法の基本や長寿命化できる技を伝承させコストダウンを目指します。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績排出量(kg) 19 16 360 337 9 333 14 329 20 13 14 15

令和3年度実績排出量(kg) 654 318 350 11 414 485 12 464 413 386 18 352

目標値(kg) 122 244 366 488 610 732 854 976 1,098 1,220 1,342 1,464

累積排出量(kg) 654 971 1,322 1,333 1,747 2,232 2,243 2,707 3,121 3,506 3,524 3,876
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績排出量(m3) 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0

令和3年度実績排出量(m3) 2.0 2.6 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0

目標値(m3) 0.4 0.8 1.3 1.7 2.1 2.5 2.9 3.4 3.8 4.2 4.6 5.0

累積排出量(m3) 2.0 4.6 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3 9.1 9.1 9.1 9.1
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●混合廃棄物の排出量削減
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●再加工材料費の削減

※評価基準：再利用率（％）

★環境活動計画（和歌山工場のみ）
1．保護テープ以外の傷防止策による使用量削減
2．傷防止策の構築

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：70.0 → 今年度実績：100 結果：目標達成‼

●廃プラスチックの排出量削減

今年度の排出機会はなく再利用率は100％を達成し目標達成しました。しかし、依然として和歌山工場
から排出される溶接ワイヤスプールの回収業者は見つかっておらず、今年度排出せずに保管してきたス
プールを排出すると再利用率は悪化します。今年度の累積回収量は、基準年度より7%削減でき目標達成
出来ました。

※評価基準：金額指標（％）

★環境活動計画（本社・和歌山工場共通）
1．素材の歩留まり向上
2．加工ミスによる素材損出の削減

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：100 → 今年度実績：125.3 結果：25.3ポイント悪化 目標未達成

弊社では品質保証室の指導の下、自主検査の徹底と過去に発生した不具合事例などの情報を各部署へ発信
し共有することで不良発生の防止と再加工材料費の削減に取組んでいます。今年度の不良発生件数は基準
年度より14.8％も削減出来ましたが、新型コロナの蔓延や世界情勢の悪化から素材の価格が高騰しており
金額指標100％に対して25.3ポイントも悪化し目標未達成となりました。引続き、初品検査や作業後の
自主検査の徹底を呼び掛け、素材の無駄をなくせるよう努めます。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度再加工材料率(%) 146.2 400.7 45.3 85.2 130.0 360.1 0.0 46.1 37.8 0.0 20.6 0.0

令和３年度再加工材料率(％) 96.5 202.6 104.5 199.7 180.2 128.6 88.2 49.4 66.2 67.3 185.0 135.3

目標値(％) 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

累積再加工材料率(％) 96.5 149.5 134.5 150.8 156.7 152.0 142.9 131.2 124.0 118.3 124.4 125.3
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度廃プラ回収量(kg) 90 76 88 170 0 88 153 91 112 112 76 165

令和3年度廃プラ回収量(kg) 47 0 193 0 143 0 186 111 123 0 76 257

目標値(%) 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70

再利用率（％） 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
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※評価基準：売上百万円当たりの排出量（㎏/百万円）

★環境活動計画（和歌山工場のみ）
1．外注先搬送時への通い台車の利用促進
2．梱包の簡素化による使用量低減
3．梱包資材のリユース促進

１）和歌山工場の活動結果について

今年度目標：1.05 → 今年度実績：1.02 結果：-2.9％ 目標達成‼
※今年度の累積購入量目標：1,042 → 今年度実績：930 結果：-10.7％

●梱包資材の購入量削減

弊社の梱包資材とはエアーキャップやストレッチフィルム、発砲スチロールなどで主にお客様へ製品を納
品する際に使用しています。和歌山工場で使用する梱包資材の購入量は仕事の受注内容により増減します。
今年度の累積購入量は、目標値より10.7％も削減できました。売上百万円当たりの購入量は2.9％削減で
き目標達成出来ました。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

基準年度実績購入量(kg) 73.5 48.1 142.3 73.1 281.3 3.5 149.9 165.8 76.6 206.6 147.6 17.0

令和3年度実績購入量(kg) 153.8 35.1 142.3 2.5 0 207.8 160.6 45.5 0 178.8 0 3.2

目標値(kg/百万円) 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05 1.05

売上百万円当たりの購入量(kg/百万円) 2.05 0.51 1.80 0.05 0.00 1.98 1.74 1.03 0.00 1.96 0.00 0.03
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カーボンニュートラル達成に向けた取り組み

カーボンニュートラル（CN）って何なん？

温室効果ガスの排出を全体としてゼロ
にすることを意味します。
日本では、地球規模の課題である気候
変動問題の解決に向けて
｢2050年までにCNを目指す｣

ことを宣言しています。

自社のCO2排出量を計算してみよう！

毎月のエネルギー使用量(燃料や電気)と、
それぞれに設定された排出係数をかけ合
わせることで、自社のCO２排出量を計
算することができます。

＜ポイント＞
毎月のエネルギー使用量が把握できれば、
計算可能です。

自社のエネルギー使用量を正しく把握す
ることで、CO２削減方法が見えてきま
す。弊社は、Scope1(燃料の燃焼)及び
Scope2(電気の使用)について計算可能
です。

CO2排出量の削減に努めよう‼

Scope1で得られた自社のCO2排出状況
を元に、どの部分のCO2削減の余地があ
るかを検討し、CO2削減効果の大きい
ものや、取り組みやすいことから優先的
に実施します。

＜ポイント＞
CO2削減に向けては、多種多様な取組の
中から自社にあったものを検討し、組み
合わせて実施しています。

CO2削減の取組を推進することでランニ
ングコストの削減に繋がる可能性もあり
ます。
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CO2排出量を計算してみよう！

毎月のエネルギー使用量（燃料や電気）と、それぞれに設定された排出係数（1単位当たりの
活動量から排出されるCO2の量を求める係数）をかけ合わせることで、自社のCO2排出量を
計算することができます。下記の排出係数をかけ合わせ2013年（平成25年）度からのCO2
排出量を計算します。

☝ 電 気 使 用 量：＿＿＿＿kWh/年 × 0.000441tCO2/kWh = ＿＿＿＿ tCO2/年
☝ ガソリン使用量：＿＿＿＿kl × 2.32t CO2/kl = ＿＿＿＿ tCO2/年
☝ 軽 油 使 用 量：＿＿＿＿ kl × 2.62t CO2/kl = ＿＿＿＿ tCO2/年
☝ 灯 油 使 用 量：＿＿＿＿ kl × 2.49t CO2/kl = ＿＿＿＿ tCO2/年

Scope1はどれくらい？

Scope1（スコープ1）とは、燃料の使用や焼却設備での燃焼などによって、自社が直接排出
した温室効果ガスの排出量のことです。弊社の場合、ガソリン・軽油・灯油の各使用量が該
当します。2013年度からのScope1をグラフにしました。

グラフで表すと毎年増減を繰り返しながら現在に至っていることが分かりました。2022年度
のCO2排出量は74.0tCO2/年と、2013年に対して-15.6％まで削減出来ていました。

Scope2はどれくらい？

Scope2とは（スコープ2とは）、自社で他社から供給された電気、熱、蒸気を使用した事に
よる間接排出の温室効果ガスの排出量です。弊社の場合、電気の使用量が該当します。
2013年度からのScope2をグラフにしました。

グラフで表すと毎年増減はありますが2018年度をピークに減少傾向にあります。2022年度
のCO2排出量は222.4tCO2/年と、2013年に対して-32.6％まで削減出来ています。
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

Scope1 87.7 92.7 91.1 88.7 99.0 109.0 85.4 77.2 59.9 74.0
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活動期間中にいただいた環境関連の各種表彰は以下の通りです。

環境に関する表彰

また、令和4年9月29日には
中小企業家同友会全国協議会主催の
「同友エコ2021」において、
2度目となる『同友エコ奨励賞』を受賞し、
オンラインにて表彰式も行われました。

令和3年10月22日に和歌山県庁で執り行われた
「わかやま環境賞」の表彰式に出席しました。
この表彰式の模様は、地域のテレビ局の
テレビ和歌山のニュースでも報じられました。
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弊社では、環境活動以外にも、社員の教育・健康増進や地域貢献などさまざまな形でSDGsの活動を
展開しています。ここではそのような弊社の活動をご紹介します。

健康経営優良法人2022 ブライト500認定

健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）において、
認証企業のうち優良な上位500法人に与えられる
『ブライト500』に選ばれました。
昨年から新設された「ブライト500」ですが、弊社は
2年連続で選ばれることができました。

大阪府健康づくりアワード受賞

第6回大阪府健康づくりアワードにおいて今回初めて応募し、
職場部門の『奨励賞』を受賞しました。

☝大阪府健康づくりアワードは大阪府内の職場や地域に
おいて自主的・主体的な健康づくり活動を積極的に
行っている企業や団体に与えられます。

サークル活動

今年度よりサークル活動が始動しました。
現在、自転車サークルと釣りサークルが活動しています。
弊社では、社員間のコミュニケーション増進を目的に、社員同士のサークル活動を
推奨しています！



ウォーキングイベントの参加

2022年2月と5月にウォーキング
アプリで開催されたイベントに
「チーム坂口」として参加し、
6位に入賞することができました。

健康経営セミナーへの出席

関西同友会事業協同組合主催の健康経営
セミナーに社長がパネラーとして、社員
1名がZOOM出席にて参加しました。
パネルディスカッションなどが行われ、
勉強になることも多く、有意義な時間と
なりました。

誰にとっても働きやすい職場へ

令和3年12月1日付で『大阪市女性活躍
リーディングカンパニー』の一つ星企業の
認証を、令和4年1月27日付で『大阪府
男女いきいき・元気宣言事業者』に登録
されました。
女性にとって働きやすい職場環境の整備に
積極的に取り組むことで一定の基準を
満たしている企業を認証したり、働く場に
おける男女参画に向けた取り組みを進め、
男性も女性もいきいきと働くことのできる
元気な企業・団体を目指して頑張っている
事業者を登録し、取り組みを応援するもの
です。

エコアクション活動の中間報告と結果報告の実施

→
第
38
回
報
告
会

→
第
39
回
報
告
会

毎年11月にエコアクション活動の前年度結果報告と今年度目標の報告を、5月に中間報告を
QC活動報告会と併せて実施しています。
11月に開催された第38回報告会は工場近隣の「しみず会館」にて、5月の第39回報告会は和歌山工場の
食堂にて実施しました。
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図面の見方勉強会の開催 ＆ 他部署での現場実習

平林室長が開いた図面の見方勉強会（初級編）に令和3年10月1日入社の本社営業部と組立部の社員2名が
参加しました。2名とも熱心に取り組んでいました。
また、本社営業部の社員が令和4年3月14日～18日までの間、和歌山工場で現場実習をしました。
実習は板金・組立・製缶・品質保証と順に行われ、慣れない作業で疲れている様子も見られました。
どちらの経験も今後の仕事で活かしてください。

→
図
面
勉
強
会

←
現
場
実
習

軽金属溶接マイスターの表彰

令和4年6月7日に東京ガーデンパレスで開催された（一社）軽金属溶接協会の
定時総会において、岡本常誉さんが『軽金属溶接マイスター』の表彰を受けました。
軽金属溶接マイスターは、軽金属の溶接・接合に関連する工場または研究所等に
おいて、長年にわたって溶接・接合技術の普及と技能指導に携わり、顕著な業績を
あげた技能者に与えられる称号です。
表彰式の模様はリモートで本社と工場でも見ることができました。
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地域の高校での溶接講習

令和3年10月15日、令和4年5月13日、8月26日、9月9日の4回にわたり、
柴田部長が有田市にある箕島高校の機械科の生徒に溶接指導へ行きました。
溶接前の型材の下処理作業や仮止め作業の指導などを行いました。
先に手本となる溶接作業を見せたときには熱心な生徒さんが多く、食い入るように見ていた
そうです。生徒さんたちは卒業制作として朝礼台の製作に取り組まれていて、その朝礼台は
生徒さんの母校に寄贈されるそうです。

み
な
さ
ん
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た

だ
ん
だ
ん
と

形
に
な
っ
て
き
ま
し
た

― 25 ―



インターンシップの受け入れ

令和4年6月16日～17日の2日間、和歌山工場にたちばな支援学校の生徒さん1名が体験学習に
来てくれました。組立課・製缶課で作業を行い、2日目には自分で溶接作業をしたものを色取し
完成する工程を実習されました。付き添いの先生も溶接の体験をされ、おふたりともとても上手でした。
また、本社では7月13日～15日の3日間、西成高校の生徒さん1名のインターンシップを受け入れ
ました。小型FFUの組立やCADの使い方を学んでくれ、とても楽しそうに
作業されていました。

本社でのインターンシップ和歌山工場での体験学習

（↑の写真は先生！）

工場見学の受け入れ

令和3年11月11日、箕島高校 機械科の2年生31名と先生4名が2台の観光バスに乗って
工場見学に来られました。工場の説明の後、従業員を代表し、若手社員が就職してからの
苦労や楽しいことなど挨拶を行いました。見学は4班に分かれ、組立では上西リーダー指導の
もと、鋲打ち体験をされました。

令和4年4月15日には取引先様を和歌山工場までご招待するバスツアーを初開催しました。
24名の方が参加してくださり、皆さまとても興味津々に見学されていました。

6月21日には八幡小学校3年生13名と先生2名、安諦小学校3年生1名と先生1名が工場見学を
してくれ、大きな機械や製品を見る目はとても輝いていました。

また、6月29日には関西同友会の皆さまによる工場見学も行われました。
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エコキャップの提出

令和3年12月22日、QCサークル「インスペクト」の活動で回収した
エコキャップを有田川町社会福祉協議会清水事務所に提出しました。
社会福祉協議会様では毎月発行されている広報に、弊社のエコキャップ
活動を掲載して頂いており、従業員の家族をはじめ地域の皆さまからも
たくさん集めてくださり、弊社従業員まで届けて頂く機会が増えました。

皆さまの多大なご協力のおかげで17,367個も集めることができました。
ありがとうございました。

西成しごと博物館への参加

西成区には機械や製品、おいしいものを作っている会社やスゴ技を
持っている会社がたくさんあります。
西成しごと博物館とは、西成区やその近隣の子どもたちにそんな地元
企業で働く人たちの姿や製品を見てもらい、技術の高さやよく知られる
製品のルーツを知り、地元への愛着と誇りを高めてもらうことを目的に
西成区と大阪府中小企業家同友会西成住之江支部が連携して行われる
イベントです。
令和3年11月7日、そのイベントに弊社は〔金属を曲げてペンケースを
作ろう！〕というテーマのもと、金属加工の仕方を学んでもらい、
金属製のペンケースを作ってもらいました。

エコキャップ提出の記事掲載

令和4年1月、昨年、有田川町社会福祉
協議会清水事務所に提出したエコキャップの
記事が同事務所で発行されている広報
「ありだがわ」に掲載されました。

和歌山県消防功労者定例表彰式

令和4年3月25日、ホテルアバローム
紀の国で開催された和歌山県消防功労者
定例表彰式で表彰されました。
また、同日、有田川庁舎で有田川町
消防団協力事業所表示制度認定の更新を
受けました。
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オリジナル製品用Instagram ＆ YouTubeチャンネルの開設

Instagram（左）とYouTubeチャンネル（右）

この度、オリジナル製品の販売に特化したInstagramのアカウントを
開設しました。企業アカウントは令和3年8月に開設済みでしたが、
このアカウントはオリジナル製品のみを載せています。
また、令和4年7月に坂口製作所の公式YouTubeチャンネルを
開設しました。
このチャンネルでは写真だけでは伝えきれない工場の様子や魅力を
お伝えできればと思います。

同友会での報告会

令和4年2月16日に天王寺＆阿倍野・住吉支部
例会（同友会）にて社長が弊社の人材育成術に
ついての報告を行いました。

AOTSの方へのオンライン説明会

令和4年2月14日、一般財団法人海外産業人材育成
協会（The Association for Overseas Technical 
Cooperation and Sustainable Partnerships）の
研修生5名に社長が弊社の取り組みについて説明を
行いました。

日本語資料（左）とタイ語資料（右）

会社紹介動画の撮影

会社紹介の動画作成にあたり、
令和4年4月22日は本社で、
25日には工場での撮影が行われました。
事務所内の様子やディスプレイしてある
製品を撮影されていました。

大阪日日新聞への掲載

令和4年1月27日の大阪日日新聞に
「脱炭素に取り組む中小企業」として
弊社の環境活動への取り組みが
掲載されました。

NHKテレビ取材

令和4年6月14日、本社にてNHK記者の
方によるテレビ取材を受けました。
社長への取材が行われ、材料費高騰による
影響などをお伝えしました。
また、7月1日にはそのインタビューが
「ほっと関西」という番組内で
放送されました。

社長インタビュー掲載

企業の健康経営をサポートする
メディアサイト・健康経営DSマガジンにて、
弊社の健康経営やSDGsに関する取り組み
などがインタビュー・掲載されました。



環境関連法規制等のとりまとめ

本社及び和歌山工場共、環境関連法規制等への違反はありません。
また、関係当局により違反等の指摘及び近隣住民からの苦情は過去3年間ありません。

環境関連法規制の名称 該当する要求事項 該当する設備・項目

・委託契約書

・保管基準

・産業廃棄物管理票の発行と保管

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

・特別管理産業廃棄物管理責任者の選任

・特定施設設備の届け出

・基準値（65db）の遵守

・特定施設設備の届け出

・基準値（65db）の遵守

・廃棄、修理時の回収義務

・簡易定期点検、定期点検の実施及び記録

・浄化槽の保守点検実務

・年1回の浄化槽定期点検実務

・少量危険物貯槽所の届け出

・保管量の遵守

・消防施設点検と報告

・防火管理者の選任

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
・混合廃棄物の委託管理
・廃油の委託管理

騒音規制法 ・液圧及び機械プレス、せん断機、コンプレッサー等

振動規制法 ・液圧及び機械プレス、せん断機

フロン排出抑制法 ・業務用エアコン、スポットクーラー

浄化槽法 ・浄化槽

消防法 ・灯油、塗料、シンナー貯蔵取扱い、火災報知器、消火器

毒物劇物取締法 ・施錠、劇物表示、飛散漏れ防止 ・洗浄剤

特定化学物質障害予防規則 ・第二類物質、第三類物質 ・溶接ヒューム、マンガン及びその化合物、呼吸用保護具

代表者による全体の評価と見直し･指示

◇ガソリン、軽油についてはコロナ対策の緩和による出張機会の増加で使用量増加が見込まれるが、
エコドライブの徹底でコロナ前の水準を少しでも下回れるよう努力いただきたい。
◇一般廃棄物についてはコルクボード排出量も見越して目標値を設定すること。
いずれにせよコルクボード対策は検討を進めてほしい。
◇産業廃棄物（混合廃棄物）については、機械装置・部品が混ざると大幅に重量が増加することになる。
このような廃棄物も、リサイクルの可能性を探っていただきたい。
◇産業廃棄物（廃プラスチック）については、引き続き溶接スプール対策を検討のこと。
◇再加工材料費の目標未達については材料費の高騰の影響が大きいと考える（※発生量自体は
むしろ減っている？）。
目標値としては価格評価でいいと考える（※その方が経費としてイメージしやすい）が、
量的な指標も同時に把握しておいた方が、経時変化を評価しやすいのではないか。

環境経営目標・環境経営活動計画：変更の必要性 有

☝2021年度は、材料費の高騰、部材入手難などが影響し、売上が減少した。このことが売上原単位で
評価する項目の目標未達の大きな原因となった。
2022年度も引き続き厳しい状況が続くが、まずは売上確保が大前提。
その上で、再加工材料費など、無駄な経費の削減も徹底的に進める必要がある。

☝2050年のカーボンニュートラル実現に向け、官民合わせGX（グリーントランスフォーメーション）
への膨大な投資が予想される。坂口は環境活動にいち早く着手し、実績を積んできた。
このアドバンテージを活かし、GX関連の案件の確保をぜひ進めていこう。

☝2023年には第二工場、独身寮の稼働が予定されている。地域貢献もしっかり果たしていこう。

― 29 ―


